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トキめき新潟国体にも 

　　大蛇が来たぞー!!
トキめき新潟国体にも 

　　大蛇が来たぞー!!

　
九
月
二
十
六
日
、
東
北
電
力
ビ

ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
（
新
潟

市
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
ト

キ
め
き
新
潟
国
体
」
の
開
会
式
に
、

関
川
村
の
「
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大

し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
」
が
招
待
さ

れ
、
大
観
衆
を
前
に
大
蛇
パ
レ
ー

ド
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
大
し
た
も
ん
蛇
は
、
開
会
式
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
新
潟

県
内
各
地
の
伝
統
芸
能
や
ま
つ
り

な
ど
が
披
露
さ
れ
る
伝
統
芸
能
公

演
に
参
加
。
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大

し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
を
は
じ
め
、

新
発
田
ま
つ
り
台
輪
や
古
町
芸
妓
、 

　９月26日から県内各地を会場

に開催された、第64回国民体育

大会「トキめき新潟国体」。結果

は、新潟県が総合優勝（天皇杯）

に輝くなど、関川村出身の選手も

活躍しました。（敬称略） 

◆成年男子６人制バレーボール 

�近　裕崇（大島出身・東海大学) 

　成績：準優勝 

◆成年男子バスケットボール 

�須貝　智（上土沢出身) 

　成績：準優勝 

◆高等学校野球(硬式野球) 

�伊藤直輝（上関・日本文理高校) 

�若林尚希（下関・日本文理高校) 

　成績：２回戦で惜敗 

トキめき新潟国体にも 

　　大蛇が来たぞー!!
2009．9．26　トキめき新潟国体 開会式オープニングセレモニー　大蛇パレード 

世
界
一
の
大
蛇
が 

　国
体
開
会
式
を 

　
盛
り
上
げ
た
!!
 

村出身アスリートも 
県総合優勝に大きく貢献 

～出場選手の活躍～ 



3 広報せきかわ　2009・11月号 

佐
渡
市
鬼
太
鼓
な
ど
も
参
加
し
ま

し
た
。 

　
大
蛇
パ
レ
ー
ド
に
は
、
約
三
百

人
の
村
民
が
担
ぎ
手
と
し
て
参
加
。

関
川
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
蛇

が
ス
タ
ジ
ア
ム
内
で
迫
力
あ
る
パ

レ
ー
ド
を
披
露
す
る
と
、
訪
れ
た

大
勢
の
観
客
か
ら
は
拍
手
と
歓
声

が
沸
き
起
こ
り
、
小
さ
な
村
の
大

き
な
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
、
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
脇
の
県
内
市
町
村
物
産

ブ
ー
ス
で
は
、
村
の
物
産
販
売
も

行
わ
れ
、
関
川
村
を
存
分
に
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。 
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健全な財政へ着実な取り組み 

平成20年度村の財政事情 
　
村
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。 

　
一
般
会
計
は
、
村
税
な
ど
の
自

主
財
源
は
全
体
の
４
分
の
１
程
度

で
、
不
足
分
は
国
か
ら
の
地
方
交

付
税
や
借
金
で
賄
い
ま
し
た
。
こ

の
構
造
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
、

国
に
依
存
し
た
財
政
の
体
質
と
言

え
ま
す
。
財
政
の
規
模
は
、
関
川

小
学
校
の
建
設
や
国
の
経
済
対
策

が
影
響
し
て
、
歳
入
が
47
億
円
、

歳
出
が
45
億
３
千
万
円
と
な
り
、

大
き
く
ふ
く
ら
み
ま
し
た
。
歳
入

と
歳
出
の
差
（
差
引
額
）
は
平
成

21
年
度
へ
繰
り
越
し
て
い
ま
す
。 

　
特
別
会
計
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
会
計
が
加
わ
り
10
会
計
と
な
り

ま
し
た
。
ど
の
会
計
も
厳
し
い
財

政
運
営
が
続
い
て
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
会
計
は
医
療
費
が
増
え

ま
し
た
が
、
ど
う
に
か
積
立
金
（
基

金
）
を
崩
さ
ず
に
済
ん
だ
状
況
で

す
。
公
共
下
水
道
会
計
で
は
、
下

水
道
整
備
が
終
了
し
、
こ
れ
ま
で

の
建
設
費
の
借
金
返
済
の
た
め
に

一
般
会
計
が
１
億
５
千
万
円
補
て

ん
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
診
療

所
会
計
は
、
診
療
収
入
な
ど
で
医

療
報
酬
な
ど
す
べ
て
を
賄
っ
て
い

て
、
一
般
会
計
の
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

　
水
道
事
業
会
計
は
、
そ
の
事
業

収
入
で
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
の

企
業
会
計
で
運
営
。
資
本
的
収
支

で
不
足
と
な
っ
た
分
は
、
過
年
度

損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し

ま
し
た
。 

　
平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
等
の
決
算
が
、
村
議

会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
税
金
の
使
い
道
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

財
政
の
全
体
像 

健全な財政へ着実な取り組み 

平成20年度村の財政事情 

各会計の決算状況 

水道事業会計 

 

一 　 般 　 会 　 計  

国民健康保険  

関 川 診 療 所  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

後期高齢者医療 

村 有 温 泉  

宅 地 等 造 成  

簡 易 水 道  

公 共 下 水 道  

農業集落排水  

 

 

収 益 的 収 支  

資 本 的 収 支  

歳　　入 

47億87万円 

7億9,851万円 

1億1,947万円 

1億1,723万円 

7億1,542万円 

6,387万円 

494万円 

1,460万円 

4,499万円 

6億4,148万円 

1億107万円 

 

収入（収益） 

9,987万円 

3,625万円 

前年度比  

0.3 % 

0.9 % 

－10.4 % 

－86.9 % 

3.9 % 

  

－16.6 % 

－51.7 % 

－73.1 % 

－31.3 % 

18.2 % 

  

前年度比  

－0.4 % 

－68.5 %

歳　　出 

45億2,843万円 

7億6,671万円 

1億1,246万円 

9,687万円 

7億1,461万円 

6,137万円 

494万円 

711万円 

4,113万円 

6億2,337万円 

9,958万円 

 

支出（費用） 

9,794万円 

7,329万円 

差　　引 

1億7,244万円 

3,180万円 

701万円 

2,036万円 

81万円 

250万円 

0万円 

749万円 

386万円 

1,811万円 

149万円 

 

差　　引 

193万円 

－3,704万円 

前年度比  

－1.5 % 

1.3 % 

－10.3 % 

－89.0 % 

4.5 % 

  

－8.0 % 

－70.1 % 

－75.2 % 

－32.6 % 

19.1 % 

  

前年度比  

－0.1 % 

－52.7 %

特
　
別
　
会
　
計 
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平成20年度決算報告 
　
歳
入
で
一
番
多
い
の
が
地
方
交

付
税
で
、
村
税
な
ど
で
賄
い
き
れ

な
い
村
の
財
源
を
補
う
た
め
に
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
減

額
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
ま
し
た
が
、
国
の
施
策
に
よ
っ

て
前
年
度
を
１
億
２
千
３
百
万
円

上
回
る
額
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

　
次
に
多
い
の
が
、
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
村
民
税

や
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
金
。
自

主
財
源
の
中
心
と
な
る
村
税
は
、

前
年
度
と
比
べ
て
１
千
５
百
万
円

減
り
ま
し
た
。 

　
４
億
５
千
万
円
の
借
金
は
、
関

川
小
学
校
の
建
設
（
２
億
２
千
万

円
）、
林
道
整
備
（
２
千
４
百
万
円
）

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。 

村
に
入
っ
た
お
金
（
歳
入
） 

村
が
使
っ
た 

　
お
金
（
歳
出
） 

　
歳
出
で
は
、
「
豊
か
で
住
み
よ

い
活
気
あ
る
村
づ
く
り
」
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
主
な
事
業
を
次
の

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。 

歳入（一般会計） 

47億87万円 
村民一人当たり 68万5,658円 

歳出（一般会計） 

45億2,843万円 
村民一人当たり 66万506円 

　平成20年度の決算報告の詳しい数値は、

役場総務課で閲覧できます。お気軽にどうぞ。 

　また、村のホームページにも掲載していま

す。http://www.vill.sekikawa.niigata.jp/

自主財源
25.1％

歳入  

歳出  

村税 
7億5,483万円 
（16.1％） 

民生費 
7億5,682万円 
（16.7％） 

公債費 
8億3,362万円 
（18.4％） 

土木費 
4億6,848万円 
（10.3％） 

商工労働費 
3億3,734万円 
（7.4％） 

総務費 
4億1,449万円 
（9.2％） 

教育費 
8億4,670万円 
（18.7％） 

衛生費 
2億6,230万円 
（5.8％） 

農林水産業費 
3億1,516万円 
（7.0％） 

消防費 
2億3,262万円 
（5.1％） 

災害復旧費 
111万円（0.0％） 

議会費 
5,980万円（1.3％） 

借金（村債） 
4億4,910万円 
（9.5％） 

国・県補助金 
5億6,520万円 
（12.0％） 

地方交付税など 
25億980万円 
（53.4％） 

その他（保育料、 
　預託金回収金など） 
4億2,194万円 
（9.0％） 

村民税　　　 2億1,580万円 
固定資産税　 4億7,346万円 
市町村たばこ税　3,117万円 
軽自動車税　　　1,625万円 
入湯税　　　　　1,815万円 

依
存
財

源
74.9％

関川村　財政 検索 
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借
金
の
状
況 

　
借
金
（
村
債
）
の
残
高
は
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て

１
２
７
億
円
で
、
下
水
道
整
備
に

よ
る
も
の
が
59
億
円
と
約
半
分
を

占
め
て
い
ま
す
。
借
金
を
し
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。 

　
な
お
、
元
利
償
還
金
の
お
よ
そ

半
分
の
額
は
、
地
方
交
付
税
に
上

乗
せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

将
来
負
担
を
抑
制
。
平
成
20
年
度

は
、
地
方
交
付
税
な
ど
を
使
っ
て
、

12
億
３
千
万
円
の
元
金
を
返
し
ま

し
た
。 

財
産
の
状
況 

　
村
の
財
産
に
は
、
役
場
庁
舎
や

学
校
な
ど
土
地
・
建
物
の
不
動
産

の
ほ
か
、
山
林
の
立
木
、
湯
沢
の

温
泉
権
、
貸
付
金
・
出
資
金
な
ど

に
よ
る
権
利
、
そ
し
て
積
立
金
（
基

金
）
、
庁
用
車
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
備
品
が
あ
り
ま
す
。 

　
積
立
金
の
残
高
は
17
億
７
千
万

円
。
村
で
は
将
来
の
目
的
に
応
じ

た
積
立
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
っ
て
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
２
３
５
万
１
千
円
は
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
と
し
て
積
み

立
て
て
い
ま
す
。
（
詳
し
く
は
広

報
せ
き
か
わ
８
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
） 

　
な
お
、
平
成
20
年
度
に
は
関
川

小
学
校
建
設
の
た
め
に
４
千
万
円

を
取
り
崩
し
ま
し
た
。 

　いずれの比率も国の基準を下回っていて、

財政悪化の判断基準に達していません。し

かし、依然として厳しい財政状況に変わり

はありません。村では、社会情勢の変化を

踏まえ、引き続き行財政改革に取り組み、

健全な財政運営に努めていきます。 

●実質赤字比率　　  

　　該当なし（15.0％以下） 

●連結実質赤字比率　　 

　　該当なし（20.0％以下） 

●実質公債費比率　　  

　　15.8％（25.0％以下） 

●将来負担比率　　 　 

　　68.1％（350.0％以下） 

●資金不足比率　     

 　　該当なし（20.0％以下） 

　　　　　　　　　※（　）は国の基準 

健全化判断比率 
　　国の基準クリア 

積立金 

17億7千万円 

主な財産 （村民一人当たり 

　　　　25万9,000円） 

（村民一人当たり 

　　　　25万9,000円） 

借　金 

127億1千万円 

（村民一人当たり 

　　　185万4,500円） 

借　金 

127億1千万円 

（村民一人当たり 

　　　185万4,500円） 

土　　地 

建　　物 

山　　林 

立　　木 

出資による権利 

温泉権 

※元利償還金の約半分の額は、 
　地方交付税に上乗せされます。 

▲12月６日に竣工式を迎える関川小学校 
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平成20年度決算報告 

主な事業の決算額をお知らせします（一般会計） 

議会費 

　・議員報酬費　　　　　　　　　 3,547万円 

総務費 

　・下関駅業務委託料　　　　　　　 582万円 

　・路線バス運行補助金　　　　　 1,554万円 

　・村づくり総合推進事業補助金　　 836万円 

　・大したもん蛇まつり補助金　　　 330万円 

　・広報無線費　　　　　　　　　　 273万円 

　・広報紙印刷費　　　　　　　　　 360万円 

　・交通安全・防犯対策費　　　　　 565万円 

民生費 

　・灯油購入費助成　　　　　　　　183万円 

　・村上地域シルバー人材センター負担金　206万円 

　・愛宕福祉会補助金　　　　　　　 585万円 

　・ゆうあい管理費　　　　　　　 1,747万円 

　・社会福祉協議会補助金　　　　 2,315万円 

　・地区敬老会補助金　　　　　　　 252万円 

　・むつみ荘管理委託料　　　　　　 400万円 

　・はなみの里管理費　　　　　　　 207万円 

　・児童館管理費　　　　　　　　　 166万円 

　・老人保護措置費（やまゆり荘）　2,073万円 

　・国保会計繰出金　　　　　　　 3,421万円 

　・介護保険会計繰出金　　　　1億2,764万円 

衛生費 

　・医療費助成事業費　　　　　　　 863万円 

　・病院群輪番制病院運営費負担金　 169万円 

　・集落健康づくり推進費補助金　　 121万円 

　・斎場管理費負担金　　　　　　　 253万円 

　・ごみ処理対策費　　　　　　　 9,026万円 

　・し尿処理負担金　　　　　　　 2,113万円 

農林水産業費 

　・農業連絡事務集落委託金　　　　 104万円 

　・農業委員報酬　　　　　　　　　 347万円 

　・学校給食拡大推進事業　　　　　 26万円 

　・転作推進費補助金　　　　　　　 899万円 

　・中山間地域等直接支払交付金　 1,156万円 

　・国土調査事業費　　　　　　　　 885万円 

　・森林組合補助金　　　　　　　　 55万円 

　・ため池等整備事業負担金　　　　 684万円 

　・農業生産基盤整備事業補助金　　 210万円 

　・林道蛇喰・中束線整備事業　1億1,200万円 

商工労働費 

　・荒川漁協本区・上流区補助金　　 200万円 

　・商工会補助金　　　　　　　　　 648万円 

　・観光協会補助金　　　　　　　 1,356万円 

　・スキー場対策費　　　　　　　　 850万円 

　・観光施設管理委託料　　　　　 5,177万円 

　・ゆ～む管理費　　　　　　　　 6,431万円 

土木費 

　・道路除雪対策費　　　　　　　 7,370万円 

　・道路維持・改良費　　　　　　 4,163万円 

　・国県道整備事業負担金　　　　　 548万円 

消防費 

　・消防団員報酬　　　　　　　　 1,280万円 

　・消防団費用弁償　　　　　　　　 277万円 

　・消防施設整備費　　　　　　　 2,804万円 

　・村上市消防負担金　　　　　1億6,223万円 

教育費 

　・教育委員報酬　　　　　　　　　 142万円 

　・スクールバス運行費　　　　　 1,683万円 

　・外国語指導助手招致事業　　　　 371万円 

　・村民会館・ふるさと会館等維持管理費　1,549万円 

　・広域図書館ネットワーク運営委託料　148万円 

　・国県文化財補修等補助金　　　　 330万円 

　・歴史とみちの館管理費　　　　　 781万円 

　・ふれあいど～む管理費　　　　　 719万円 

 

◎人件費については次号でお知らせします。 

　
政
権
交
代
に
よ
る
新
内
閣
発
足

に
よ
っ
て
、
国
の
補
正
予
算
が
見

直
し
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
村
へ
の
影
響
を
ま
と
め
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
。
金
額
は
村

の
お
お
よ
そ
の
予
算
額
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
10
月
26
日
現
在
） 

◆
と
り
や
め
た
事
業 

▽
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
事

業
（
村
の
対
象
は
１
４
０
人
。
一

律
３
万
６
千
円
を
支
給
予
定
で
し

た
）
　
　
　
　
　
　
　
６
百
万
円 

◆
実
施
を
見
合
わ
せ
て
い
る
事
業 

▽
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備

事
業
（
林
道
蛇
喰
・
中
束
線
の
舗

装
測
量
）
　
　
　
　
　
３
百
万
円 

◆
予
定
ど
お
り
実
施
さ
れ
る
事
業 

▽
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

（
村
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

を
敷
設
）
　
　
　
３
億
５
百
万
円 

▽
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
対
策
事
業

費
（
田
麦
千
刈
・
湯
沢
・
内
須
川

地
区
）
　
　
　
　
　
　
８
百
万
円 

▽
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備

事
業
費
（
小
・
中
学
校
の
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
、
電
子
黒
板
等
整
備
） 

　
　
　
　
　
　
　
１
千
９
百
万
円 

▽
農
地
有
効
利
用
支
援
整
備
事
業

費
（
土
地
改
良
区
事
業
）
90
万
円 

国
補
正
予
算
見
直
し 

 

村
へ
の
影
響
は
？ 



スポーツの秋を満喫 スポーツの秋を満喫 
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　10月11日、第21回目を迎えた村民運動会が、ふ

れあいど～むを会場に行われ、大勢の村民の皆さん

がスポーツの秋を楽しみました。 

　競技は村内九つのコミュニティの対抗戦で行われ、

各チーム優勝を目指して一致団結。雨の影響で屋内

開催となりましたが、ハッスルプレーの連続に応援

席からも熱い声援が送られました。 

　優勝したのは「七ケ谷チーム」で、３連覇を達成。

平田大六村長から真紅の大優勝旗が手渡されました。 

　村民運動会は２年に１度の開催。昨年は、交流を

図っているさいたま市で開催された「咲いたまつり」

に大したもん蛇まつりが参加したため、３年ぶりの

開催となりました。 

 

スポーツの秋を満喫 
3年ぶりに開催　第21回村民運動会 10/11 ふれあいど～む 

◎総合順位 

　１位　七ケ谷 

　２位　霧　出 

　３位　川　北 

　４位　下　関 

　５位　上　関 

　６位　湯　沢 

　７位　四ケ字 

　８位　九ケ谷 

　９位　女　川 

結 果  
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◆文 化 祭 
　と　き　11／１(日)～３(祝・火) 
　　　　　９時～17時　３日は15時まで 
　ところ　村民会館大ホール 

◆茶　　会 
　と　き　11／１(日)・３(祝・火) 
　　　　　10時～15時 
　ところ　東桂苑 
　参加費　茶席券(１席500円) 

◆菊 花 展 
　と　き　10／24 (土)～11／３(祝・火) 
　　　　　９時～17時 
　ところ　村民会館前庭園 

◆村民駅伝 
　と　き　11／３(火) 
　　　　　10時 女川小学校スタート 
　　　　　　　　　～村民会館ゴール 

◆村民芸能祭 
　と　き　11／23(祝・月) 
　　　　　10時～ 
　ところ　村民会館アリーナ 

スポーツの秋・文化の秋 
盛りだくさんのイベントに 
ぜひご参加ください!!
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�
大
沼
文
夫
さ
ん（
上
土
沢
）の
畑
で

採
れ
た
、
巨
大
な
二
本
足
の
大
根
。

重
さ
は
2.2
㎏
と
立
派
な
足
で
し
た
。 

�丸まっているハクビシンのよ

うに見える大ナス。山口一男さ

ん（上土沢）の畑で採れたもの。 

▲近栄策さん（辰田新）の畑で採

れた、さつまいも。フクロウと

ゾウ、手前は猿が子猿を抱いて

いるように見えます。 

おらごで採れた 
珍！？野菜 

・・・ 
　
関
川
村
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
（
伊
東
ヤ
イ
子
会
長
）
が
、

「
食
生
活
改
善
事
業
優
良
団
体
県

知
事
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
表
彰
は
、
食
生
活
改
善
・
栄
養

改
善
事
業
の
活
動
歴
が
長
く
、
特

に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
団
体
を

表
彰
す
る
も
の
。
今
後
も
継
続
的

な
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

優
良
団
体
表
彰 

　
　
　

を
受
賞 

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会 

　
森
林
の
大
切
さ
を
伝
え
る
、
緑

の
百
年
物
語
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

「
第
五
十
回
岩
船
林
業
振
興
祭
」

が
十
月
十
日
、
関
川
村
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
振
興
祭
に
は
、
県
内
の
林
業
関

係
者
な
ど
約
千
五
百
人
が
参
加
。

記
念
植
樹
や
記
念
式
典
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
記
念
植
樹
は
、
丸
山
公
園
の

村
有
林
で
実
施
。
来
賓
を
は
じ
め
、

緑
の
少
年
団
や
村
内
小
学
生
が
参

加
し
、
ヒ
ノ
キ
の
苗
木
八
百
本
を

一
斉
に
植
え
ま
し
た
。
そ
の
後
の

記
念
式
典
は
、
桂
の
関
芝
生
広
場

の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
。
功
労

者
表
彰
式
の
後
、
緑
の
少
年
団
に

よ
る
「
緑
の
百
年
物
語
宣
言
」
に

満
場
の
拍
手
が
送

ら
れ
、
空
高
く
エ

コ
風
船
が
放
た
れ

ま
し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

地
元
関
川
村
の
霧

姫
会
和
太
鼓
や
関

川
中
学
校
吹
奏
楽

部
、
え
ち
ご
せ
き

か
わ
踊
り
た
〜
い

の
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
、
え
ち
ご
せ

き
か
わ
龍
泉
太
鼓
、

大
里
峠
紙
芝
居
を

披
露
。
ま
た
、
広

場
で
は
様
々
な
出

店
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
魚
の
つ

か
み
ど
り
、
建
設
機
械
展
示
会
な

ど
も
行
わ
れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
功
労
者
表
彰
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
村
内
受
賞
者
の
み

掲
載
。
敬
称
略
） 

■
新
潟
県
緑
化
功
労
者
知
事
表
彰 

▽
森
林
組
合
部
門 

　
加
藤
　
善
吉
（
鮖
谷
） 

■
�
に
い
が
た
緑
の
百
年
物
語
緑

化
推
進
委
員
会
緑
化
功
労
賞 

▽
緑
化
活
動
部
門 

　
関
川
村
緑
の
少
年
団 

■
岩
船
林
業
振
興
祭
実
行
委
員
会

会
長
表
彰 

▽
林
業
経
営
部
門 

　
佐
藤
　
喜
治
（
朴
坂
） 

▲丸山公園村有林で行われた記念植樹のようす 

� 記
念
式
典
に
は
、
村
内
外
か
ら 

大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。 

豊
か
な
水
を
は
ぐ
く
む
関
川
の
森
林 

〜
第
50
回
岩
船
林
業
振
興
祭
〜 も

　
り 
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今
年
の
稲
刈
り
は
九
月
下
旬
か

ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
十
月
中
旬
に

は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
刈
り
取
り

が
終
わ
り
ま
し
た
。 

　
作
況
指
数
は
、
北
陸
農
政
局
新

潟
農
政
事
務
所
の
農
林
水
産
統
計

で
、
岩
船
地
域
が1

0
0
と
平
年
並

み
。
ま
た
、
品
質
を
表
す
一
等
米

比
率
は
、
関
川
村
内
で
は
八
三
・

一
％
（
十
月
二
十
一
日
途
中
経
過
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
一
等
米
比
率
は
今
年
の

刈
り
取
り
が
遅
か
っ
た
影
響
も
あ

り
、
今
後
変
動
す
る
見
込
み
で
す
。 

　来春４月から本運行が開始される、

村内路線バス―。10月１日から新しい

運行体制での試験運行が行われ、関川

中学校生徒が通学での利用を開始しま

した。 

　新たな路線バスの運行体制は、村路

線バス運行体制検討委員会でこれまで

検討してきたもの。経費や利便性など

を考慮しながらルートの見直しなどを

行い、一般村民の生活交通と小学校児

童や中学校生徒の登下校に利用される

ことになります。 

　試験運行は３月末までで、冬期間の

運行などの問題点を検討しながら、来

春の本運行に備えることにしています。 

路線バスの試験運行開始 
10/1～ 関川中生徒が通学利用 

　
十
月
四
日
、
関
小
学
校
の
閉
校

記
念
行
事
「
地
下
道
ペ
イ
ン
ト
大

作
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
児
童
の
通
学
路
で
も

あ
る
国
道
一
一
三
号
線
の
上
関
一

号
地
下
道
の
壁
面
に
絵
を
描
き
、

安
心
し
て
通
学
で
き
る
明
る
い
地

下
道
に
し
よ
う
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
計
画

し
た
も
の
。
全
校
児
童
百
六
十
二

人
の
ほ
か
、
保
護
者
や
教
職
員
な

ど
約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
　 

　
原
画
は
児
童
が
考
案
し
た
も
の

で
、
長
さ
約
二
十
�
、
高
さ
約
二
・

五
�
の
両
側
壁
面
が
キ
ャ
ン
パ
ス
。

作
業
は
、
十
六
班
の
縦
割
り
班
「
関

っ
子
班
」
が
、
午
前
・
午
後
に
分

か
れ
て
実
施
。
ペ
ン
キ
を
ハ
ケ
や

ロ
ー
ラ
ー
な
ど
を
使
っ
て
、
高
学

年
と
低
学
年
が
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
、
彩
り
豊
か
な
春
夏
秋
冬
の

イ
ラ
ス
ト
を
描
き
上
げ
ま
し
た
。 

　
小
野
周
平
さ
ん
（
六
年
・
下
関
）

は
「
と
て
も
楽
し
く
出
来
ま
し
た
。

明
る
く
歩
き
や
す
い
地
下
道
に
な

り
ま
し
た
」
と
、
出
来
栄
え
に
満

足
し
て
い
ま
し
た
。 

�
明
る
く
楽
し
い
地
下
道
に 

　
大
変
身
。 

関小学校閉校記念行事 
地下道ペイント大作戦 

自分たちの手で 
明るい地下道に！！ 

米の作柄 

一等米比率は83％ 
（10月21日 途中経過） 

2004 

2005 

2006 

2007 

2008 

2009

69.3 

70.4 

96.0 

79.9 

92.5 

83.1

年 １等 

26.9 

26.4 

3 .4 

19.1 

7 .1 

15.2

２等 

3.3 

2 .6 

0 .6 

0 .5 

0 .1 

1 .5

３等 

0.5 

0 .6 

0 .0 

0 .5 

0 .3 

0 .2

規格外 

等級別比率（農協出荷分）　　　　　　　単位：％ 

※2009年は10月21日現在。カントリー、ライスセンターを除く。 
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　村では、６月22日から７月30日

までの間、村内９地区のコミュニテ

ィ単位で地域懇談会を開催しました。

村長をはじめ村の幹部が各会場にお

伺いし、むらづくり全般に関する説

明や意見交換が行われました。 

　今回の懇談会には、９会場合わせ

て140人の皆さんにおいでいただき、

今後の村づくりについてご意見をお

聞きすることができました。 

　大変ありがとうございました。 

地域懇談会へのご参加 

ありがとうございました 

地域懇談会の議事録は、村のホー 

ムページに掲載しています。 

http://www.vill.sekikawa.niigata.jp

　
十
月
五
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
・
垂
水
の
里
（
湯
沢
）
の
畑

に
、
利
用
者
や
湯
沢
老
人
ク
ラ
ブ 

・
友
愛
会
、
下
関
保
育
園
年
長
児

が
集
ま
り
、
「
収
穫
祭
」
を
通
し

て
世
代
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

　
収
穫
し
た
の
は
、
今
年
の
春
に

利
用
者
と
友
愛
会
、
園
児
で
一
緒

に
苗
を
植
え
た
さ
つ
ま
い
も
。
こ

れ
ま
で
、
友
愛
会
の
皆
さ
ん
が
草

取
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

っ
て
、
育
て
て
き
ま
し
た
。 

　
畑
に
到
着
し
た
園
児
た
ち
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
採
り
方
を
教
わ
り
な
が
ら
「
こ

ん
な
に
大
き
な
さ
つ
ま
い
も
が
と

れ
た
」
と
、
軍
手
を
泥
だ
ら
け
に

し
て
夢
中
で
さ
つ
ま
い
も
掘
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
収
穫
祭
は
、
利
用
者
や
友
愛
会

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
垂
水
の
里
が
今
年
初
め
て
計

画
し
た
も
の
。
さ
わ
や
か
な
秋
晴

れ
の
下
、
に
ぎ
や
か
な
サ
ツ
マ
イ

モ
掘
り
と
な
り
ま
し
た
。 

▲大きいさつまいもどこかな？ 

秋の収穫を 
　　みんなの手で 
～垂水の里で収穫祭～ 
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九
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
三
歳

児
健
診
で
、
む
し
歯
が
一
本
も
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
「
ピ
ッ
カ

ピ
ッ
カ
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

▽
渡
邉
　
瑞
帆
ち
ゃ
ん（
上
　
関
）

▽
佐
藤
　
智
和
ち
ゃ
ん（
上
　
野
）

▽
伊
藤
　
典
晃
ち
ゃ
ん（
下
　
関
）

▽
五
十
嵐
希
夢
ち
ゃ
ん（
上
川
口
）

▽
高
野
　
陽
向
ち
ゃ
ん（
下
　
関
）

▽
山
崎
　
　健

ち
ゃ
ん（
下
　
関
）

▽
大
島
　
瑞
琴
ち
ゃ
ん
（
上
野
新
） 

み
ず

ほ 

と
も
か
ず 

の
り
あ
き 

の
ぞ

む 

ひ

な

た 

　
け
ん 

　み

こ 

む
し
歯 

　

０
の
子
に 

ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
賞 

ゼ
ロ 

　今回の新型インフルエンザは、感染力はとても強いです
が、多くの方は軽症のまま回復しています。ただし、基礎
疾患を有する人や妊婦さんは、一般の方に比べ重症化する
おそれが高いことから、注意が必要です。新型インフルエ
ンザワクチンは、当面、提供できる量に限りがあるため、
優先的に接種を受けていただく方の接種スケジュールが決
まりましたので、お知らせします。 

◆接種機関 
　接種は、県内1,400か所の医療機関で受けられ、管内で
もほとんどの医療機関で接種が可能です。なお、優先接種
対象者に該当する方は、かかりつけまたは最寄りの医療機
関にお問い合わせください。 

◆接種費用 
　接種１回3,600円 
　※ただし、２回接種の場合で同じ医療機関で受ける場合
　　は計6,150円となります。 

◆費用の助成 
　（1）村民税非課税世帯 
　　　助成金額　接種費用全額（優先接種対象者のみ） 
　（2）村の単独助成 
　　　助成対象　妊婦・１歳～中学生全員 
　　　助成金額　１回目の接種費用（3,600円） 
　※保育園児や小・中学生については、保育園や学校を通じ
　　て詳細をお知らせします。その他の方は、印鑑を持参の
　　うえ、役場住民福祉課（☎64－1472）へお越しください。 

接種可能な時期を確認のうえ、接種をしてください 

　①医療従事者 

　②妊婦、基礎疾患を有する方 

　③幼児(１歳～就学前)、小学校１
　　～３年生に相当する年齢の小児 

　④１歳未満児の保護者等 

　⑤小学校４～６年生に相当する年
　　齢の小児 

　⑥中学生、高校生に相当する年齢
　　の者、高齢者（65歳以上） 

＊基礎疾患：慢性呼吸器疾患、慢性心疾
　患など９つの区分の疾患 

接種スケジュールは、下記のとおりです。 

優先接種対象者 

接

種

順

序 

◆ワクチン接種スケジュール 

①医療従事者 

②妊婦・基礎疾患を有する方 

③幼児（1歳～就学前） 

③小学校1～3年生 

④1歳未満児の保護者等 

⑤小学校4～6年生 

⑥中学生・高校生・高齢者に順次接種 

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

19日 

2日 

14日 

14日 

8日頃 

8日頃 

8日頃 
この図の日付は、 
変更になる可能性が 
あります。 
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　
皆
さ
ん
「
８
０
２
０
運
動
（
は

ち
・
ま
る
・
に
い
・
ま
る
運
動
）」

を
ご
存
知
で
す
か
？ 

　
こ
れ
は
、
八
十
歳
に
な
っ
て
も

自
分
の
歯
を
二
十
本
残
そ
う
と
い

う
運
動
で
す
。
生
涯
自
分
の
歯
で

食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
う
に
は
、

日
本
人
の
平
均
寿
命
の
八
十
歳
で

二
十
本
を
保
っ
て
い
れ
ば
可
能
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
大
人
の
歯
は
、
親
知
ら
ず
を
除

い
て
全
部
で
二
十
八
本
。
そ
の
内

の
二
十
本
な
ん
て
簡
単
に
残
せ
る

と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
歯
の
喪
失
は
五
十
歳
代
が
ピ

ー
ク
で
、
八
十
歳
の
方
が
持
つ
歯

は
た
っ
た
の
五
本
と
い
わ
れ
て
い

て
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
入
れ
歯
を

使
用
し
て
い
ま
す
。 

　
歯
を
失
う
最
大
の
原
因
は
「
歯

周
病
」
で
、
関
川
村
で
は
中
学
生

の
四
分
の
一
に
歯
周
病
が
み
ら
れ

ま
す
。
村
で
は
、
大
人
の
方
の
歯

の
実
態
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
状

況
調
査
を
含
め
、
今
後
、
成
人
に

対
す
る
歯
科
保
健
事
業
を
検
討
し

て
い
ま
す
。 

　
活
動
的
な
日
常
生
活
を
送
る
上

で
も
、
お
口
の
健
康
に
関
心
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。 

�
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
、
歯
の 

　
ケ
ア
も
大
切
で
す
。 

〜

８
０
２
０
運
動
に
挑
戦
！！
〜 

の
健
康
は 

　
子
ど
も
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん 

歯 は
ち
・
ま
る
・
に
い
・
ま
る 

●
介
護
予
防
の
重
要
性 

 

　
高
齢
者
の
健
康
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
、
治

療
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
を

送
る
た
め
の
機
能
の
維
持
や
向
上

が
日
常
生
活
の
充
実
に
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
す
。
生
活
を

送
る
た
め
の
機
能
（
生
活

機
能
）
と
は
、
人
が
生
き

て
い
く
た
め
の
機
能
全
体

の
こ
と
で
、
歩
行
や
食
事

な
ど
の
動
作
や
買
い
物
、

家
事
、
金
銭
管
理
な
ど
の

生
活
関
連
動
作
、
家
庭
内

や
地
域
社
会
で
の
役
割
な

ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。 

　
生
活
機
能
が
低
下
す
る

と
、
何
ら
か
の
手
助
け
が

必
要
に
な
り
、
自
分
が
思
う
よ
う

に
暮
ら
せ
な
い
な
ど
の
障
害
が
発

生
し
ま
す
。 

●
介
護
予
防
事
業 

 

　
生
活
機
能
低
下
を
早
期
に
発
見

し
、
早
期
対
処
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
五
月
に
行
わ
れ
た
特
定
健
診

で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
に
生

活
機
能
の
診
断
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
村
で
は
、
生
活
機
能
が
低
下
し

て
い
る
方
へ
の
介
護
予
防
事
業
と

し
て
、
運
動
機
能
向
上
事
業
や
閉

じ
こ
も
り
、
認
知
症
予
防
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

【
運
動
機
能
向
上
事
業
】 

　
垂
水
の
里
で
月
二
回
、

運
動
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
セ
ラ
バ
ン
ド
（
ゴ

ム
の
バ
ン
ド
）
や
ボ
ー
ル

な
ど
を
利
用
し
て
筋
力
ア

ッ
プ
の
体
操
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

【
閉
じ
こ
も
り
予
防
事
業
】 

　
む
つ
み
荘
で
週
一
回
、

日
帰
り
通
所
事
業
（
フ
ァ

ン
ル
ー
ム
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ゲ
ー
ム
や
体
操
、

入
浴
な
ど
を
通
し
て
、
身
体
面
だ

け
で
は
な
く
、
不
安
や
孤
独
感
と

い
っ
た
心
の
ケ
ア
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 

※
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生

活
機
能
低
下
の
疑
い
が
あ
る
方
の

生
活
状
況
や
困
り
ご
と
な
ど
の
聞

き
取
り
訪
問
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

介 護 予 防  
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山

口

　
匠
さ
ん 

（
下
関
交
番
巡
査
・
上
関
） 

　今年の４月から下関交番に勤務している、山

口匠さんにお話をお聞きしました。 

 

―11月３日の村民駅伝大会に初めて参加するそ

　うですが、意気込みは？ 

　楽しみにしている半面、地区の代表の一人と

して走るので、今からとても緊張しています。

アップダウンのある不慣れなコースですが、少

しでもチームに貢献できるよう、一生懸命走り

たいです。 

 
―高校時代に陸上部で活躍したそうですが？ 

　小学生の時に出場した陸上大会がきっかけで、

中学・高校の６年間、陸上部に所属していまし

た。陸上競技の楽しさ、全国高校駅伝にあと一

歩のところで出場できなかった悔しさが、今で

も競技を続ける力になっています。 

 
―スポーツ少年団の陸上も指導しているそうで

　すが？ 

　学生時代の経験を少しでも伝えることができ

たらと思い、指導させてもらっています。なか

なか練習に参加できず、迷惑を掛けていますが、

子どもたちに陸上競技の楽しさを多く伝えられ

るよう、頑張っていきたいです。 

 
―関川村に住んでみての印象は？ 

　自然豊かで温泉もあり、村民の方々は優しく

て、本当に関川村に来れて良かったです。関川

村は第２の故郷と思っています。まだまだ分か

らないことばかりですが、これからもどうぞよ

ろしくお願いします。 

た
く
み 

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

「
発
熱
時
の
対
応
に
つ
い
て
」 

県
立
坂
町
病
院
　
小
児
科
　
今

田

研

生

 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

と
と
も
に
、
当
院
で
も
発
熱
患
者

の
来
院
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
実

際
に
こ
の
地
域
の
保
育
園
や
小
・

中
学
校
、
高
校
で
も
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
患
者
が
散
見
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外
に
も

発
熱
の
見
ら
れ
る
疾
患
は
多
数
あ

り
、
『
か
ぜ
』
と
呼
ば
れ
る
種
々

の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
熱
患
者

の
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
発
熱
を
し
た
患
者

の
中
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
心

配
し
て
、
出
来
る
だ
け
早
く
医
療

機
関
を
受
診
し
た
い
と
思
わ
れ
る

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

発
熱
し
た
方
が
相
談
窓
口
と
し
て

保
健
所
へ
電
話
で
問
い
合
わ
せ
る

と
、
「
坂
町
病
院
で
診
て
も
ら
え

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

当
院
は
発
熱
患
者
を
専
門
に
診
察

す
る
施
設
（
発
熱
外
来
）
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
基
礎
疾
患

を
持
っ
た
高
齢
患
者
の
来
院
が
多

い
医
療
機
関
で
す
。
ま
た
、
発
熱

し
て
か
ら
あ
ま
り
時
間
が
経
っ
て

い
な
い
と
、
簡
易
診
断
キ
ッ
ト
で

は
本
物
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も

検
査
結
果
は
陽
性
に
な
ら
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
、
せ
っ
か
く
早
め

に
医
療
機
関
に
来
て
い
た
だ
い
て

も
確
実
な
診
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
発
熱
患
者
の
大
部
分
を
占

め
る
『
か
ぜ
』
は
、
自
然
回
復
を

促
す
た
め
に
本
来
安
静
に
し
て
い

ら
れ
る
時
間
に
移
動
等
の
負
担
を

強
い
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
そ
れ
で
は
、
発
熱
時
の
対
処
法

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？
最
も
大
切
な
の
は
、
水
分
補

給
を
こ
ま
め
に
す
る
こ
と
で
す
。

湯
冷
ま
し
や
番
茶
、
ほ
う
じ
茶
、

経
口
イ
オ
ン
飲
料
等
を
ぬ
る
め
の

温
度
で
少
量
ず
つ
摂
取
す
る
の
が

良
い
で
し
ょ
う
。
気
持
ち
良
い
と

感
じ
る
よ
う
な
ら
ば
、
冷
や
し
て

も
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
熱
が

あ
っ
て
も
元
気
そ
う
な
ら
ば
、
解

熱
剤
を
使
わ
な
く
て
も
良
い
で
す
。

熱
を
下
げ
る
こ
と
は
『
か
ぜ
』
を

早
く
治
す
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

食
欲
が
な
け
れ
ば
無
理
に
食
べ
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
食
欲
の
あ

る
時
に
消
化
の
良
い
も
の
か
ら
摂

取
し
て
く
だ
さ
い
。
汗
を
か
い
た

あ
と
に
は
着
替
え
を
こ
ま
め
に
す

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

　
し
か
し
、
発
熱
以
外
に
も
元
気

が
な
く
て
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
、

お
し
っ
こ
が
出
な
い
、
活
気
が
な

い
、
よ
く
眠
れ
ず
に
う
と
う
と
し

て
い
る
、
水
分
を
と
る
の
を
嫌
が

る
な
ど
の
症
状
を
伴
っ
て
い
る
場

合
は
、
重
症
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、

発
熱
し
た
ば
か
り
で
元
気
な
ら
ば

時
間
的
な
余
裕
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
発
熱
以
外
に
も
症
状
が
あ
れ

ば
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を

考
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
、
新
型
や
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
本
格
的
に
流
行

す
る
と
、
病
院
の
救
急
外
来
は
ま

す
ま
す
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
場
合
、
救
急
外
来
を
受
診
す

る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
し
ま
う
危
険

も
あ
り
ま
す
。
救
急
外
来
は
必
要

最
小
限
の
上
手
な
利
用
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。 

 

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。 

　
�
六
二
―
三
一
一
一 
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みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 

　　秋も終盤に近づいてきました。動植物もこれから訪れる冬に向けての準備に忙しそうです。 

　　秋といえばいろいろありますが、やっぱり「食欲の秋」。おいしいレシピの本も揃っています！ 

「だっこのおにぎり」 
長野　ヒデ子作　Eツ 

「全国五つ星の手みやげ」 
岸　朝子　著　596ゼ 

　♪だっこだっこママだっこだっ
このおにぎりしてちょうだい♪親
子で楽しめる歌遊び絵本です。お
にぎりになりきってママと遊ぶ女
の子が生き生きと描かれています。 

　食欲の秋にぴったり。全国津々
浦々のお菓子を網羅した、スイー
ツ好きにはたまらない一冊。見て
いるだけでも大満足！ぜひ一度手
に取ってみてください。 

みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 

　
九
月
二
十
九
日
、
女
川
小
学
校

の
学
校
田
の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
、

全
校
児
童
五
十
四
人
の
ほ
か
、
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の

皆
さ
ん
な
ど
約
二
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
鈴
木
和
夫
さ
ん 

（
南
中
）
か
ら
「
カ
マ
は
手
を
切

り
や
す
い
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
」
と
、
カ
マ
の
使
い
方
や
ワ
ラ

の
つ
か
み
方
な
ど
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
一
株
一
株
を
て
い
ね
い

に
手
刈
り
し
ま
し
た
。
山
口
雄
大

さ
ん
（
五
年
・
蛇
喰
）
は
「
女
川

小
学
校
で
の
最
後
の
稲
刈
り
で
、

た
く
さ
ん
刈
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
」
と
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。 

 

女
川
小
学
校
の
学
校
田
は
約
五

百
平
方
�
あ
り
、
こ
れ
ま
で
五
年

生
や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
栽
培
し

た
も
ち
米
。
収
穫
後
は
、
天
日
干

し
で
乾
燥
さ
せ
、
展
覧
会
で
も
ち

つ
き
を
行
っ
て
実
り
の
秋
を
満
喫

す
る
予
定
で
す
。 

「全校児童で収穫の喜び」 

～女川小学校学校田　稲刈り～ 

８（日）21（土） 

15（日）28（土） 
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随
想
リ
レ
ー 

68

量山久弥 先生 
（川北小学校　教頭） 

12月１日号は、渡辺星児先生（関川中）に 

バトンタッチ！ 

　
今
年
度
か
ら
川
北
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
関
川
村
の
勤
務
は
二
度
目
で
、
先
回
は
平

成
六
年
度
か
ら
十
二
年
度
ま
で
の
七
年
間
、
関

谷
中
学
校
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

　
川
北
小
学
校
は
、
全
校
児
童
数
三
十
三
名
の

と
て
も
素
晴
ら
し
い
学
校
で
す
。
少
人
数
教
育

の
成
果
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
小
学
校
が
、
関
川
村
に
は
四
つ
あ
り

ま
す
が
、
統
合
閉
校
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

や
む
を
得
な
い
こ
と
と
は
い
え
、
残
念
に
思
い

ま
す
。
ま
た
、
関
川
の
子
ど
も
た
ち
の
粘
り
強

さ
に
も
感
心
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど

も
を
育
ん
で
い
る
の
は
、
地
域
の
大
人
で
あ
り
、

自
然
の
豊
か
さ
で
あ
り
、
そ
の
他
諸
々
の
環
境

条
件
が
統
合
し
た
も
の
の
な
せ
る
技
で
し
ょ
う
。

私
は
そ
れ
ら
の
も
の
を
「
関
川
文
化
」
と
呼
び

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

こ
の
関
川
の
谷
々
で
生
ま
れ
た
文
化
は
、
一

口
に
ど
う
い
う
も
の
だ
と
表
現
で
き
ま
せ
ん
が
、

確
か
に
村
外
の
社
会
の
雰
囲
気
と
違
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。
文
化
と
は
人
々
の
営
み
が
作
り

出
す
も
の
で
す
か
ら
、
関
川
の
人
々
が
日
常
の

生
活
や
活
動
で
紡
ぎ
だ
し
て
い
る
雰
囲
気
や
自

然
環
境
、
歴
史
等
々
が
そ
う
感
じ
さ
せ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。 

  

広
域
化
す
る
地
方
行
政
単
位
や
学
校
区
は
何

を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
か
。
地
区
や
学
校
区
は

ど
の
よ
う
に
独
自
の
文
化
や
活
動
を
継
承
し
て

い
け
ば
よ
い
か
、
現
実
的
な
対
策
と
強
い
気
持

ち
が
望
ま
れ
ま
す
。 

■
期
日
　
９
月
13
日 

■
会
場
　
富
山
県
総
合
運
動
公
園 

　
　
　
　
陸
上
競
技
場 

■
成
績 

―
70
歳
以
上
男
子
の
部
― 

出
場
選
手
　
船
山
　
勝
雄
（
勝
蔵
） 

▽
100
ｍ
走
　
第
３
位 

　
　
　
　
　
　
　
記
録
　
16
秒
00 

▽
400
ｍ
走
　
第
３
位 

　
　
　
　
　
記
録
　
１
分
16
秒
00 

▽
800
ｍ
走
　
第
３
位 

　
　
　
　
　
　
記
録
　
３
分
04
秒 

第
26
回

北
陸
マ
ス
タ
ー
ズ 

陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

■
期
日
　
10
月
18
日 

■
会
場
　
村
上
市
営
荒
川
ゴ
ル
フ
場 

■
結
果 

―
個
人
の
部
― 

▽
優
　
勝
　
市
川
常
夫（
ア
イ
サ
ワ

　
　
　
　
　
工
業
関
川
作
業
所
） 

▽
準
優
勝
　
石
山
忠
一
（
森
林
組
合
） 

▽
第
３
位
　
木
村
健
二（
関
川
自
動
車
） 

―
団
体
の
部
― 

▽
優
　
勝
　
関
川
シ
ニ
ア 

▽
準
優
勝
　
来
生 

▽
第
３
位
　
高
田
ホ
ー
ク
ス 

第
11
回 

　
村
民
ゴ
ル
フ
大
会 

第
４
回

下
越
地
区 

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技 

　
　
　
　
　
記
録
会 

 

■
期
日
　
９
月
19
日 

■
会
場
　
新
発
田
市
五
十
公
野
公 

　
　
　
　
園
陸
上
競
技
場 

■
成
績 

―
小
学
６
年
女
子
100
�
― 

▽
第
２
位
　
平
田
　
里
奈
（
松
平
） 

　
　
　
　
　
　
　
記
録
　
14
秒
60 

―
小
学
４
年
男
子
100
�
― 

▽
第
１
位
　
近
　
　
元
徳
（
宮
前
） 

　
　
　
　
　
　
　
記
録
　
15
秒
67 

―
小
学
６
年
女
子
800
�
― 

▽
第
１
位
　
渡
辺
　
　
唯
（
大
島
） 

　
　
　
　
　
記
録
　
２
分
50
秒
72 

―
小
学
５
年
男
子
１
５
０
０
�
― 

▽
第
２
位
　
船
山
　
勝
輝
（
勝
蔵
） 

　
　
　
　
　
記
録
　
６
分
11
秒
35 

―
小
学
６
年
女
子
走
幅
跳
― 

▽
第
３
位
　
渡
辺
　
　
唯
（
大
島
） 

　
　
　
　
　
　
記
録
　
３
ｍ
39
㎝ 

■
期
日
　
10
月
17
日 

■
会
場
　
村
上
市
パ
ル
パ
ー
ク
神
林 

■
成
績 

▽
優
勝
　
関
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

平
成
21
年
度 

　村
上
市
岩
船
郡 

　
　
学
童
野
球
大
会 
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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・じゃがいも　小12個　　・しょうが（薄切り）２枚 

・揚げ油　適量　　・みりん　大さじ１ 

（調味料） 

・だし汁（だし昆布、削り節）３カップ 

・酒　大さじ２ 

・しょうゆ　大さじ１と1/2　　・砂糖　大さじ１と1/2

じゃがいものしわ煮 
　昔は、小さいいもは捨てないでとっておき、し

わ煮などにして常備食にしていました。やわらか

いので、子どものおやつにもおすすめの一品です。 

①じゃがいもは皮付きのままよく洗い、水を拭き取る。 

②揚げ油を170℃に熱し、じゃがいもを入れ、皮がパリ

　ッとなる程度に揚げる。 

③鍋にだし汁としょうがの薄切り、調味料を入れて火に

　かける。 

④沸騰したら②の揚げたじゃがいもを入れ、再び沸騰さ

　せる。沸騰したら、落としぶたをして弱火で煮汁がほ

　とんどなくなるまで、ゆっくり煮る。 

⑤ふたを取り、みりんを加えて鍋を揺すりながら煮絡め

　て、照りをつける。 

敬
老
の
日
よ
と
の
誘
い
嬉
し
く
も
旅
演
劇
に
と
　

須
貝
　
恵
美 

海
べ
の
宿
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

ひ
と
つ
ま
み
髪
を
丸
め
て
す
ぐ
解
く
幼
の
仕
草
　

小
池
　
啓
子 

得
意
気
に
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

豊
穣
も
豊
葦
原
も
過
去
の
言
五
穀
の
値
は
　
　
　

佐
藤
　
庄
七 

グ
ロ
ー
バ
ル
に
聴
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

も
う
大
人
で
す
と
う
若
き
を
見
上
ぐ
れ
ば
　
　
　

渡
辺
千
恵
子 

幼
さ
は
つ
か
残
る
面
は
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

ほ
と
と
ぎ
ず
数
羽
が
枝
で
雄
叫
び
を
責
め
あ
う
　

山
口
　
藤
枝 

声
は
恋
が
た
き
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
辰
田
新
） 

68

短

　

歌 

（４人分） 

ほ
ど 

き 

ほ
う
じ
ょ
う
　
　
と
よ
あ
し
は
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
　
　
　
　
　
　
あ
た
い 

お
た
け 



渡 邉 忠 利  

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
予
感
」「
招
く
」 
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窓
を
開
け
黄
金
の
香
り
招
き
入
れ
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

虫
干
し
の
着
物
と
昔
ば
な
し
す
る
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

挨
拶
に
予
感
匂
わ
す
嫁
ば
な
し
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

招
き
猫
鎮
座
し
て
い
る
湯
治
宿
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

茶
柱
に
予
感
が
あ
た
る
朝
の
靴
　
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

我
を
招
く
子
や
孫
の
声
聞
こ
え
そ
う
　
　
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

秋
入
り
日
湯
殿
の
窓
に
ま
っ
し
ぐ
ら
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

ぶ
ど
う
園
今
ぞ
収
穫
秋
の
空
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に

夜
露
浴
び
野
草
深
深
明
日
の
夢
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

こ
の
茄
子
ぞ
今
年
最
後
と
思
う
色
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

柿
落
葉
掃
き
斑
山
二
ツ
三
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

池
の
面
に
露
を
の
せ
た
る
紅
葉
か
な
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

　
堂
ノ
前
遺
跡
出
土
品
を
展
示
す
る

「
考
古
亭
」
を
開
館
し
、
三
十
年
の

長
き
に
わ
た
っ
て
一
般
公
開
し
た
渡

邉
忠
利
さ
ん
は
昭
和
五
年
三
月
三
日

関
川
村
湯
沢
に
渡
邉
忠
太
の
三
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
長
じ
て
通
称
「
堂

ノ
前
」
に
独
立
し
て
一
家
を
構
え
た
。 

　
鷹
ノ
巣
集
団
施
設
管
理
員
と
し
て

八
年
間
勤
務
の
後
、
昭
和
四
十
一
年

新
潟
県
立
村
上
高
校
関
川
分
校
職
員

に
採
用
さ
れ
職
務
に
精
励
、
平
成
二

年
三
月
新
潟
県
立
荒
川
高
校
を
最
後

に
退
職
し
た
。 

　
若
い
頃
か
ら
考
古
学
に
興
味
を
持

ち
、
特
に
「
岩
宿
の
発
見
」
を
読
ん

で
感
動
し
、
著
者
の
相
沢
忠
洋
に
私

淑
し
て
い
た
。
そ
し
て
県
立
村
上
高

校
関
川
分
校
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
分
校
主
任
高
橋
重
右
エ
門
先

生
か
ら
土
器
・
石
器
を
見
せ
て
も
ら

っ
て
、
一
層
考
古
学
や
遺
跡
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十

八
年
六
月
、
自
宅
の
庭
に
錦
鯉
の
池

を
造
成
中
、
一
メ
ー
ト
ル
の
深
度
の

湧
水
層
か
ら
木
炭
粉
の
層
と
と
も
に

多
量
の
土
器
・
石
器
が
出
土
し
た
。

湧
水
層
の
た
め
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
メ

ッ
シ
ュ
の
ふ
る
い
で
水
洗
し
な
が
ら

遺
物
を
収
集
し
た
。
渡
邉
忠
利
さ
ん

は
考
古
学
に
と
り
付
か
れ
た
よ
う
に

遺
物
の
水
洗
、
分
類
、
復
元
な
ど
に

日
夜
没
頭
し
た
。
昭
和
四
十
九
年
春

新
潟
県
教
育
委
員
会
に
埋
蔵
文
化
財

発
見
届
と
遺
物
保
管
証
を
提
出
し
た
。 

　
堂
ノ
前
遺
跡
出
土
品
は
縄
文
後
期

の
貴
重
な
遺
物
で
、
昭
和
五
十
二
年

十
二
月
村
指
定
文
化
財
と
し
て
登
録

さ
れ
た
。
渡
邉
忠
利
さ
ん
は
こ
の
貴

重
な
資
料
を
一
般
に
公
開
す
る
た
め

私
財
を
つ
ぎ
込
ん
で
自
宅
の
納
屋
を

改
造
し
て
展
示
場
を
作
り
「
考
古
亭
」

と
命
名
し
た
。
出
土
し
た
多
量
の
土

器
・
石
器
（
石
鏃
、
石
匙
、
石
錐
、

へ
ら
状
石
器
、
磨
製
石
器
な
ど
）
を

展
示
、
公
開
し
た
。
小
さ
い
な
が
ら

も
当
時
関
川
村
唯
一
の
考
古
資
料
館

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
資

料
の
保
存
と
活
用
に
当
っ
た
渡
邉
忠

利
さ
ん
の
功
績
は
誠
に
大
き
か
っ
た
。 

　
県
内
外
の
考
古
学
者
の
注
目
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
特
に
珪
質
頁
岩
製

の
石
器
類
は
、
新
潟
県
北
部
か
ら
山

形
県
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
も
の

と
同
質
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
産
地

が
不
明
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
原
石
で

あ
る
珪
質
頁
岩
ノ
ジ
ュ
ー
ル
が
荒
川

対
岸
獅
子
舞
岩
の
下
関
層
か
ら
産
出

す
る
こ
と
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た
。 

　
平
成
十
四
年
七
月
一
日
、
渡
邉
忠

利
さ
ん
は
健
康
上
の
理
由
か
ら
三
十

年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
一
般
公
開
し

て
き
た
「
考
古
亭
」
を
閉
じ
て
、
資

料
を
一
括
関
川
村
に
寄
贈
し
た
。 

　
関
川
村
教
育
委
員
会
は
日
本
考
古

学
協
会
員
の
関
雅
之
氏
に
資
料
の
整

理
と
ま
と
め
を
依
頼
し
、
平
成
十
六

年
三
月
、
新
潟
県
関
川
村
渡
邉
忠
利

氏
寄
贈
資
料
の
整
理
・
収
納
報
告
書

―
縄
文
時
代
後
期
遺
跡
の
珪
質
頁
岩

と
石
器
の
製
作
―
を
発
行
し
た
。 

　
渡
邉
忠
利
さ
ん
は
平
成
十
五
年
、

新
潟
県
文
化
財
保
護
連
盟
よ
り
文
化

財
保
護
功
労
賞
を
受
賞
し
た
。 

○
渡
邉
家
の
系
図 

　
先
祖 

　
伝
右
エ
門
…
忠
太 

　
　
　
　
　
忠
雄 

　
　
　
　
　
　

三
男
　
　

養
子 

　
　
　
　
　
忠
利
　
　
久
子 

関

川

俳

句

の

会

作

品

 

ふ
か
ぶ
か 

ま
だ
ら 

こ
が
ね 

ち
ん
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
じ

や
ど 



N
o. 5
8
3
／
1
1
月
号
 

平
成
2
1
年
1
1
月
１
日
発
行
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タマガワホトトギス 

　ユリ科の多年草で、ホトトギスの一般的な紫系

の花に対して、黄色系の花で多数の斑紋が入りま

す。ホトトギスの仲間ではもっとも冷涼な地域に

分布していて、東日本で見ることのできる唯一の

黄花系ホトトギスです。漢名で玉川杜鵑と書きま

すが、一般的なタマガワは多摩川を連想しがちで

すが、京都井手の玉川から名をとって付けられた

ものです。不思議なことに、玉川にほとんどホト

トギス類は無いそうです。玉川は山吹の名所なの

で、黄花の山吹を連想して玉川と命

名したのかもしれませんね。 

栽培方法　林内の湿った場所が自生

地なので、遮光して水分を多めに与

えるのが栽培のコツです。用土は水

持ちが良いように、小粒鹿沼土４、

小粒赤玉土６の混合用土を使用しま

す。肥料は薄い液肥を潅水がわりに

使用すると、水切れ対策に有効です。

花の時期は７～８月ですが、栽培品

は９月頃に咲くのが多くなります。

夏場に水を切らすと秋に葉先が黒く

枯れ、花が咲いても見苦しくなるの

で注意が必要です。 

◆六聖園（富樫幸子・上関） 

新 野 太一郎さん　恵さん（金丸） 

太　豊ちゃん（５歳） 

咲　花ちゃん（３歳） 

だい　　　と 

さき　　　か 

　体をいっぱい動かして男の子らしい遊びをするようになった太豊と、

赤ちゃんが大好きで面倒見のいい咲花は、保育園に通うようになって、

たくさんのお友達ができ毎日がとても楽しそうです。 

　これからも二人仲良く元気に育っていってほしいものです。 

�今月号では、９月26日の「トキめき
新潟国体開会式」に参加した大したもん
蛇パレードの様子を紹介しました。私も
カメラを手に、いつものように写真撮影
をしたのですが…。９分間という時間設
定もあり、大蛇が走る・走る。カメラを
構えると大蛇が通り過ぎるというスピー
ドだったため、なかなか良い写真が撮れ
ませんでした。ともあれ、スタジアムで
パレードした大蛇は迫力があったと関係
者が感想を話していました。担ぎ手の皆
さん、たいへんお疲れさまでした。（つ） 

●９月16日～10月15日までの届出● 

平成21年９月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,061世帯（－４） 
総 人 口　　6,800　人（－17） 
　 男 　　　3,257　人（－８） 
　 女 　　　3,543　人（－９） 

転入　５人　　転出　13人 

出生　２人　　死亡　11人 （　　　　　　　　） 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 

平田　正二　さん　　67歳　　小　見 

船山　綾子　さん　　27歳　　勝　蔵 

小林　幸助　さん　　80歳　　上　野 

池田　リイ　さん　　76歳　　下川口 

新野　俊郎　さん　　73歳　　下　関 

青塚ミツヱ　さん　　94歳　　深　沢 

須貝　平一　さん　　81歳　　高　田 

菅　　冨代　さん　　90歳　　南赤谷 

　須　貝　拓　哉　さん　　中　束 
（杉　田）　優　　さん　（三条市） 

お誕生おめでとうございます 

悠　成ちゃん（男）　下　関 

　　　　　　石田　友和・ちづるさん 

ゆう　　せい 


